
(57)【要約】

【課題】手の不自由な者でも簡単に使用することができ

るようにする。

【解決手段】掬い部２と、この掬い部２の基部に設けら

れ且つ把持可能な柄部３とを備え、柄部３は、掬い部２

の基部側に設けられた環状部１０と、この環状部１０に

連結された棒状の把持部１５とを有し、環状部１０内に

手を入れる手入れ部１１を形成している。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 掬 い 部 と 、 こ の 掬 い 部 の 基 部 に 設 け ら れ 且 つ 把 持 可 能 な 柄 部 と を 備 え 、 前 記 柄 部 は 、 掬
い 部 の 基 部 側 に 設 け ら れ た 環 状 部 と 、 こ の 環 状 部 に 連 結 さ れ た 把 持 部 と を 有 し 、 前 記 環 状
部 内 に 手 を 入 れ る 手 入 れ 部 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 移 植 ご て 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 掬 い 部 は 、 掬 い 面 を 有 す る 底 壁 と 、 こ の 底 壁 の 左 右 両 端 か ら 立 ち 上 が る 左 右 一 対 の
縦 壁 と 、 底 壁 の 後 端 側 か ら 立 ち 上 が る 背 壁 と 、 左 右 各 縦 壁 と 背 壁 と を 連 結 す る 上 壁 と で 筒
状 に 形 成 さ れ 、 前 記 環 状 部 は 、 前 記 上 壁 か ら 長 手 方 向 に 延 び る 上 延 部 と 、 背 壁 か ら 長 手 方
向 に 延 び る 下 延 部 と 、 前 記 上 延 部 と 下 延 部 と を 連 結 す る 連 結 部 と 、 前 記 背 壁 と で 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 植 ご て 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 柄 部 の 手 入 れ 部 は 、 上 下 方 向 に 長 い 長 孔 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に
記 載 の 移 植 ご て 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 例 え ば 、 片 手 で 使 用 す る こ と が で き る 移 植 ご て に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 移 植 ご て と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 示 す も の が あ る 。 特 許 文 献 １ に 示 す 移
植 ご て は 、 掬 い 部 と 、 こ の 掬 い 部 の 基 部 に 設 け ら れ た 柄 部 と を 備 え て い る 。
　 柄 部 は 筒 状 や 棒 状 の 形 状 の も の で 、 こ の 柄 部 を 片 手 で 把 持 す る こ と に よ っ て 、 使 用 す る
こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － １ ４ ６ ４ ６ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 移 植 ご て は 、 柄 部 が 筒 状 や 棒 状 の 形 状 で あ っ て 、 そ の 柄 部 を 握 っ て 使 用 す る こ と
が 前 提 で あ っ た た め 、 手 が 不 自 由 で 柄 部 を 握 る こ と が 困 難 で あ る 者 に と っ て は 使 用 す る こ
と が 困 難 な 場 合 が あ っ た 。
  本 考 案 は 、 上 記 の よ う な 実 情 に 鑑 み て さ れ て た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 手 の
不 自 由 な 者 で も 簡 単 に 使 用 す る こ と が で き る 移 植 ご て を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 考 案 は 、 次 の 手 段 を 講 じ た 。
　 本 考 案 の 移 植 ご て は 、 掬 い 部 と 、 こ の 掬 い 部 の 基 部 に 設 け ら れ 且 つ 把 持 可 能 な 柄 部 と を
備 え 、 前 記 柄 部 は 、 掬 い 部 の 基 部 側 に 設 け ら れ た 環 状 部 と 、 こ の 環 状 部 に 連 結 さ れ た 把 持
部 と を 有 し 、 前 記 環 状 部 内 に 手 を 入 れ る 手 入 れ 部 を 形 成 し て い る 点 に あ る 。
　 前 記 掬 い 部 は 、 掬 い 面 を 有 す る 底 壁 と 、 こ の 底 壁 の 左 右 両 端 か ら 立 ち 上 が る 左 右 一 対 の
縦 壁 と 、 底 壁 の 後 端 側 か ら 立 ち 上 が る 背 壁 と 、 左 右 各 縦 壁 と 背 壁 と を 連 結 す る 上 壁 と で 筒
状 に 形 成 さ れ 、 前 記 手 入 れ 部 は 、 前 記 上 壁 か ら 長 手 方 向 に 延 び る 上 延 部 と 、 背 壁 か ら 長 手
方 向 に 延 び る 下 延 部 と 、 前 記 上 延 部 と 下 延 部 と を 連 結 す る 連 結 部 と 、 前 記 背 壁 と で 形 成 さ
れ て い る こ と が 好 ま し い 。 前 記 柄 部 の 手 入 れ 部 は 、 上 下 方 向 に 長 い 長 孔 と さ れ て い る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 手 が 不 自 由 で 握 る こ と が で き な い 者 で あ っ て も 、 手 入 れ 部 に 手 を 入 れ 、
例 え ば 、 手 入 れ 部 に 手 を 入 れ た 状 態 で そ の 手 を 長 手 方 向 に 移 動 さ せ え れ ば 、 手 で 環 状 部 を
押 す こ と が 可 能 と な り 、 掬 い 部 を 長 手 方 向 に 移 動 さ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 手
入 れ 部 に 手 を 入 れ た 状 態 で そ の 手 を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ え れ ば 、 掬 い 部 を 上 下 方 向 に 移 動
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さ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。
　 掬 い 部 を 、 底 壁 、 左 右 一 対 の 縦 壁 、 背 壁 及 び 上 壁 で 筒 状 に 形 成 し て い る た め 、 掬 い 部 で
一 度 掬 っ た 土 等 を 溢 し に く く 、 使 用 し 易 い 。 さ ら に 、 環 状 部 を 、 上 延 部 、 下 延 部 、 連 結 部
と 、 背 壁 と に よ っ て 、 環 状 部 、 即 ち 、 手 入 れ 部 を 非 常 に 簡 単 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 手 の 不 自 由 な 者 で も 簡 単 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ～ ４ は 、 本 考 案 の 移 植 ご て を 示 し て い る 。
　 こ の 移 植 ご て １ は 、 片 手 で 使 用 す る こ と が で き る も の で あ り 、 掬 い 部 ２ と 、 こ の 掬 い 部
２ の 基 部 に 設 け ら れ た 柄 部 ３ と を 備 え て い る 。
　 以 下 、 説 明 の 便 宜 上 、 移 植 ご て １ の 先 端 部 側 を 前 側 と 言 い 、 移 植 ご て １ の 基 部 側 を 後 側
と 言 い 、 前 後 方 向 を 長 手 方 向 と 言 い 、 移 植 ご て １ の 幅 方 向 を 左 右 方 向 と 言 い 、 左 右 方 向 及
び 前 後 方 向 に 直 行 す る 方 向 を 上 下 方 向 と 言 う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 掬 い 部 ２ は 、 土 や 砂 な ど を 掬 う こ と が で き る も の で 、 例 え ば 、 合 成 樹 脂 や 金 属 等 に
よ り 先 端 側 （ 前 側 ） が 開 口 さ れ た 筒 形 に 形 成 さ れ て い る 。
　 具 体 的 に は 、 掬 い 部 ２ は 、 底 壁 ５ と 、 底 壁 ５ の 左 右 両 端 か ら 立 ち 上 が る 左 右 一 対 の 縦 壁
６ と 、 底 壁 ５ の 後 端 側 か ら 立 ち 上 が る 背 壁 ７ と 、 左 右 各 縦 壁 ６ の 上 側 と 背 壁 ７ の 上 側 と を
連 結 す る 上 壁 ８ と で 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 底 壁 ５ の 上 面 が 土 や 砂 な ど を 掬 い 上 げ る 掬 い
面 ９ と な っ て い る 。
　 左 右 各 縦 壁 ６ は 、 先 端 側 か ら 後 端 側 に い く に し た が っ て 、 当 該 左 右 各 縦 壁 ６ の 高 さ が 大
き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 左 右 各 縦 壁 ６ の 前 縁 部 が 後 側 へ 倒 れ る 傾
斜 面 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し た が っ て 、 土 や 砂 な ど を 底 壁 ５ で 掬 い 上 げ る こ と に よ っ て 、 掬 い 部 ２ 内 に 入 れ る こ と
が で き る よ う に な っ て お り 、 掬 い 部 ２ を 後 側 に 傾 け た り 、 左 右 方 向 に 傾 け た と し て も 背 壁
７ や 左 右 各 縦 壁 ６ に よ っ て 、 掬 い 部 ２ 内 の 土 や 砂 な ど を 保 持 す る こ と が で き る 。
　 柄 部 ３ は 把 持 す る こ と で 掬 い 部 ２ を 動 か し た り 、 又 、 把 持 し な く て も 掬 い 部 ２ を 動 か す
こ と が で き る 形 状 と な っ た も の で 、 掬 い 部 ２ の 基 部 の 左 右 方 向 中 央 部 か ら 後 側 に 突 出 し た
も の と さ れ て い る 。
　 詳 し く は 、 柄 部 ３ は 、 掬 い 部 ２ の 基 部 側 に 設 け ら れ た 環 状 部 １ ０ と 、 こ の 環 状 部 １ ０ に
連 結 さ れ た 把 持 部 １ ５ と を 有 し て い る 。 環 状 部 １ ０ 内 に 手 を 入 れ る 手 入 れ 部 １ １ が 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 環 状 部 １ ０ は 、 前 記 上 壁 ８ か ら 長 手 方 向 に 延 び る 上 延 部 １ ２ と 、 背 壁 ７ か ら 長 手 方 向 に
延 び る 下 延 部 １ ３ と 、 上 延 部 １ ２ と 下 延 部 １ ３ と を 連 結 す る 連 結 部 １ ４ と 、 背 壁 ７ と で 形
成 さ れ て い る 。
　 上 延 部 １ ２ は 板 状 の も の で 、 そ の 一 端 （ 前 側 ） は 上 壁 ８ に 連 結 さ れ て い て 、 後 側 へ と 延
び た も の と な っ て い る 。 上 延 部 １ ２ は 、 側 面 視 で 円 弧 形 状 と な っ て い る 。 下 延 部 １ ３ は 、
上 延 部 １ ２ と 略 同 じ 幅 を 有 す る 板 状 の も の で 、 そ の 一 端 （ 前 側 ） は 底 壁 ５ 又 は 背 壁 ７ に 連
結 さ れ て い て 、 後 側 へ と 延 び た も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 連 結 部 １ ４ は 、 上 延 部 １ ２ と 略 同 じ 幅 を 有 す る 板 状 の も の で 、 そ の 一 端 （ 上 側 ） は 上 延
部 １ ２ に 連 結 さ れ 、 他 端 （ 下 側 ） は 下 延 部 １ ３ に 連 結 さ れ て い る 。
  し た が っ て 、 上 延 部 １ ２ の 内 側 、 下 延 部 １ ３ の 内 側 、 連 結 部 １ ４ の 内 側 及 び 背 壁 ７ の 後
面 に よ っ て 、 手 入 れ 部 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。
　 手 入 れ 部 １ １ は 上 下 に 長 い 長 穴 と な っ て い て 、 例 え ば 、 手 を 開 き 、 手 の ひ ら を 背 壁 ７ 側
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に 向 け た 状 態 で 、 手 を 手 入 れ 部 １ １ に 差 し 込 む こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 手 入 れ 部 １ １ の 長 径 Ｌ １ は ８ ４ ｍ ｍ 程 度 と な っ て お り 、 手 入 れ 部
１ １ の 短 径 Ｌ ２ は ４ ０ ｍ ｍ 程 度 と な っ て い る 。 手 入 れ 部 １ １ の 奥 行 き Ｌ ３ は ２ ８ ｍ ｍ 程 度
と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 把 持 部 １ ５ は 棒 状 に 形 成 さ れ て い て 、 そ の 前 側 は 上 延 部 １ ２ 又 は 連 結 部 １ ４ に 連 結 さ れ
、 後 側 へ と 延 び た も の と な っ て い る 。
　 以 下 、 移 植 ご て １ を 使 用 す る 態 様 を 、 代 表 的 な 例 を あ げ て 説 明 す る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 手 の ひ ら を 背 壁 ７ 側 に 向 け た 状 態 で 、 手 の ひ ら を 手 入 れ 部 １ １ に 左
右 方 向 一 方 側 か ら 差 し 入 れ 、 差 し 入 れ た 手 の ひ ら を 背 壁 ７ に 当 て 、 そ の 手 を 長 手 方 向 に 移
動 さ せ る こ と で 掬 い 部 ２ を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 手 入 れ 部 １ １ に 手 を 入
れ 、 そ の 手 を 長 手 方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 移 植 ご て １ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 手 入 れ 部 １ １ に 差 し 入 れ た 手 の ひ ら を 背 壁 ７ に 当 て た 際 に 、 そ の 手 で 軽 く 左 右 各
縦 壁 ６ を 掴 む こ と に よ っ て 、 掬 い 部 ２ を よ り 安 定 し た 状 態 で 動 か す こ と が で き る 。
　 ま た 、 手 の ひ ら を 下 側 に 向 け た 状 態 で 、 そ の 手 を 把 持 部 １ ５ の 外 面 （ 上 面 ） に 当 て 、 そ
の 手 を 手 の ひ ら 側 に 折 り 曲 げ る こ と で 、 把 持 部 １ ５ を 把 持 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に
、 把 持 部 １ ５ を 把 持 す る こ と で 、 移 植 ご て １ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 移 植 ご て の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 移 植 ご て の 側 面 図 あ る 。
【 図 ３ 】 移 植 ご て の 平 面 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 移 植 ご て を 把 持 せ ず に 使 用 す る 使 用 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
１ 　 　 移 植 ご て
２ 　 　 掬 い 部
３ 　 　 柄 部
５ 　 　 底 壁
６ 　 　 縦 壁
７ 　 　 背 壁
８ 　 　 上 壁
９ 　 　 掬 い 面
１ ０ 　 環 状 部
１ １ 　 手 入 れ 部
１ ５ 　 把 持 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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